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5第1網 室 に お け るス ギ さ し木 の発 根 試 験 に つ い て

宮 島 寛 。 宮 崎 安 貞 ・柳 池 一 馬

昭和45年5月9黛 か ら15ヨ までに、第 葉網室に論いてスギ在来品種および育成品種計8品

種 紛,458本 をさし付けた。自動灌水装置による灌水量は季節によつて変化させたが、お吾よそ

の標準で示せぱ夏季49分 ごとに45秒 、その他の季節では90分 ごとに15秒 であつたo昭 和

46年2月 下旬に掘取つてさし穂の発根状況を観察記録 したが、その結果は表一1に 示すと慶 り

であつた。

表一1ス ギさし穂の発根状況(単 位 本)

す なわ ち、表 一1か らさ し付総本数10,458本 に 対 して山出 しerg,870本 を得 たので、山出 し

率は94.4%で あつた。残b5.6%は 不 良苗で、発根 は してい るが不充 分な もの367本(5.5%)、

カルスの形成段階で とどまつ たもの81本(O.8%)、 カルス不形成個体 は151(1.5%)で そ の

大部分は クモ トオシであつた。 さ し付後枯損 した ものは9本 に過 ぎないo以 上 か ら、第 雀網室 に

おけるスギさ し木苗のつ くり方はほぼ正常かつ適正 に行 なわれてい るといつて よく、発根促進 ホ

ルモ ンなどの処理 は前述 のスギ品種では殆ん ど不必要 と考え られ る。今 後の問題 としては、土獲

の浩毒法の改良や発根の困難 な品種に対 して本 施設 が どの ような効果 を挙 げ得 るかな どが残 され

てい る ように思え るo


